
A
市
長　

観
光
資
源
は
作

り
出
せ
る
も
の
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
い
ち

ご
狩
り
に
つ
い
て
は
、
評
価

に
値
す
る
と
思
い
ま
す
。

Q　
新
し
い
観
光
素
材
の

発
掘
は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

通
年

型
の
観
光
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
市
内
の
観
光
施
設
の

中
で
、
集
客
数
の
多
い
道
の

駅
オ
ラ
イ
は
す
ぬ
ま
や
観
光

苺
園
な
ど
を
、
有
効
的
に
活

用
し
、
新
た
な
素
材
の
発
掘

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

Q　
圏
央
道
も
活
用
し
、

県
内
観
光
施
設
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
観
光
資
源
の
活
用

を
図
る
こ
と
は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

引
き

続
き
、
観
光
関
連
団
体

と
連
携
し
、
Ｐ
Ｒ
や
情
報
発

信
に
努
め
ま
す
。

Q　
交
流
体
験
型
観
光
に

つ
い
て
は
、
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

一
過

性
の
観
光
で
は
な
く
、

交
流
体
験
型
の
観
光
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
蓮
沼
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
等
の
活
用
は
ど
う

か
。
ま
た
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

と
成
田
空
港
の
格
安
航
空
会

社
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
利
用
し
て
、
地

域
間
交
流
の
検
討
材
料
と
し

て
は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

市
観

光
協
会
が
事
業
主
体
と

な
り
、
市
内
の
宿
泊
施
設
に

宿
泊
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

割
引
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ク
ー
ポ

ン
券
は
、
市
内
の
観
光
苺
園
、

道
の
駅
オ
ラ
イ
は
す
ぬ
ま
、

蓮
沼
海
浜
公
園
内
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
等
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 ●

農
業
振
興
に
つ
い
て

Q　
耕
作
放
棄
地
の
状
況

は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

平
成

20
年
度
に
２
７
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
平
成
21
年
度
に
２

７
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
成
22

年
度
に
３
６
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

平
成
23
年
度
に
５
３
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
平
成
24
年
度
に
５

５
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
で
す
が
、
耕
作

放
棄
地
の
面
積
は
増
加
し
て

い
ま
す
。

Q　
農
家
の
平
均
年
齢
や
、

高
齢
者
の
割
合
は
ど
う

か
。A

経
済
環
境
部
長　

平
均

年
齢
は
約
63
歳
で
す
。

ま
た
65
歳
以
上
の
農
業
従
事

者
の
人
数
で
す
が
、
選
挙
人

名
簿
に
よ
り
ま
す
と
登
録
者

全
体
で
７
千
９
４
１
人
の
う

ち
の
３
千
７
２
２
人
、
約
４

６
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　
持
ち
主
を
特
定
す
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
り
は

ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

農
業

委
員
会
で
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
、

利
用
集
積
や
新
規
就
農
者
へ

の
あ
っ
せ
ん
等
を
通
じ
、
農

地
に
戻
す
方
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

Q　
利
用
集
積
の
状
況
は

ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

農
地

の
利
用
集
積
の
状
況
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
9
月

末
現
在
の
利
用
権
設
定
の
面

積
に
な
り
ま
す
が
、
田
で

４
４
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
で

３
５
０
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

合
計
７
９
７
・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
す
。
農
用
地
内
の
田
の

面
積
、
２
千
６
９
２
・
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
１
６
・
６
％
、

畑
の
面
積
２
千
２
７
７
・
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
１
５
・
４
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
質
問

小野﨑正喜 議員

 ●

空
港
問
題
に
つ
い
て

Q　
空
港
問
題
に
関
し
て
、

市
の
Ｎ
Ａ
Ａ
に
対
す
る

基
本
姿
勢
は
ど
う
か
。

A
市
長　

空
港
周
辺
の
自

治
体
で
あ
る
山
武
市
と

し
て
は
、
空
港
と
共
生
・
共

栄
が
基
本
姿
勢
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
認
識
し
て
い
ま
す
。

Q　
市
は
空
港
隣
接
市
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
恩

恵
を
受
け
て
い
る
と
考
え
る

か
、
ま
た
、
そ
れ
は
妥
当
な

も
の
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

A
市
長　

空
港
か
ら
経
済

効
果
等
と
比
較
し
て
、

地
域
住
民
の
方
々
が
納
得
い

た
だ
け
る
状
態
が
、
妥
当
な

状
態
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

必
ず
し
も
山
武
市
、
特
に
騒

音
直
下
に
お
住
い
の
方
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
私
ど
も
も
、

今
、
妥
当
な
状
況
に
あ
る
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Q　
経
済
波
及
効
果
が
あ

る
よ
う
に
、
私
は
思
え

な
い
が
、
市
長
の
考
え
は
ど

う
か
。

A
市
長　

顕
著
に
あ
ら
わ

れ
て
い
る
と
は
思
え
ま

せ
ん
が
、
雇
用
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
も
の
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
な
り
の
効
果
を
認

め
ざ
る
を
得
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Q　
現
在
、
市
単
独
の
空

港
に
関
連
し
た
要
望
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
要
望
は

ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
、
要

望
活
動
・
要
望
提
出
は
、
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
市
長　

横
芝
光
町
と
山

武
市
で
構
成
す
る
成
田

国
際
空
港
騒
音
対
策
委
員
会

山
武
・
横
芝
光
地
区
部
会
で

御
意
見
を
い
た
だ
き
、
要
望

を
取
り
ま
と
め
、
国
及
び
Ｎ

Ａ
Ａ
に
対
し
要
望
事
項
を
提

出
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
具
体
的
な
要
望

内
容
に
つ
い
て
は
、
３
点
あ

り
、
着
陸
機
の
進
入
角
度
の

引
き
上
げ
、
空
港
南
側
地
域

の
発
展
的
な
配
慮
、
地
域
住

民
に
愛
さ
れ
る
空
港
と
い
う

こ
と
で
す
。

Q　
国
、
Ｎ
Ａ
Ａ
の
両
者

か
ら
提
案
が
あ
っ
た
、

カ
ー
フ
ュ
ー
（
離
着
陸
時
間

の
制
限
）
の
弾
力
的
運
用
に

つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

A
市
長　

非
常
に
厳
し
い

競
争
環
境
の
中
で
、
成

田
空
港
と
共
生
・
共
栄
を
図

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
ら
、

一
定
の
理
解
を
示
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
た
だ
、
運
用
に
は
、
マ

イ
ナ
ス
面
に
つ
い
て
、
住
民

の
皆
様
方
に
丁
寧
に
御
説
明

を
し
て
、
御
理
解
を
頂
く
こ

と
が
、
必
要
条
件
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q　
Ｎ
Ａ
Ａ
は
、
カ
ー
フ

ュ
ー
の
弾
力
的
運
用
を

い
つ
ご
ろ
か
ら
考
え
て
い
る
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